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地図で「子ども110 番」の位置を確認 
するメンバーの皆さん 

　
市
教
育
委
員
会
は
二
月
二
十
日

に
、
第
十
七
回
二
宮
文
化
賞
、
第 

二
十
四
回
教
育
文
化
賞
の
授
賞
式 

を
行
い
、
二
宮
文
化
賞
で
長
谷
川 

　
三
さ
ん
を
、
教
育
文
化
賞
で
児 

童
・
生
徒
な
ど
三
十
二
人
と
四
団 

体
を
表
彰
し
ま
し
た
。 

  

　
二
宮
文
化
賞
は
、
初
代
市
長
の 

故
二
宮
安
徳
氏
の
遺
志
に
よ
り
、 

そ
の
寄
付
金
を
も
と
に
、
昭
和
六 

十
二
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
賞
は
、
毎
年
本
市
の
文
化
向 

上
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体 

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
は
、 

写
真
活
動
を
通
し
て
本
市
の
芸
術 

文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
、
長

谷
川
　
三
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

  

　
教
育
文
化
賞
は
、
市
内
の
教
育
・ 

文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
方
や
、 

ス
ポ
ー
ツ
・
学
習
・
音
楽
な
ど
の 

分
野
で
優
れ
た
実
績
を
収
め
た
児

童
・
生
徒
な
ど
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。 

　
教
育
文
化
賞
の
受
賞
者
は
、
次 

の
皆
さ
ん
で
す
。〈
敬
称
略
〉 

　
　
　
　
　
　
◇ 

■
教
育
功
労
賞
　
塩
屋
多
貴
男 

（
故
人
・
前
西
陵
中
学
校
長
） 

■
教
育
実
践
賞
　
曽
我
邦
彦
（
泉 

中
教
諭
）
、
夫
馬
好
子
（
肥
田
中 

栄
養
職
員
） 

■
学
習
賞
　
虫
明
和
徳
（
土
岐
津 

小
）
、
小
椋
大
史
（
妻
木
小
）、 

加
藤
寛
喬
（
同
）、
梶
田
浩
晃
（
駄 

知
小
）
、
安
田
俊
介
（
肥
田
小
）、 

宮
川
大
（
同
）
、
各
務
晴
菜
（
泉 

小
）
、
林
春
伽
（
同
）
、
柘
植
龍 

大
郎
（
同
）
、
土
屋
暁
（
土
岐
津 

中
）
、
水
野
い
つ
か
（
肥
田
中
）、 

安
藤
健
史
（
泉
中
）
、
稲
垣
早
知 

子
（
同
） 

■
音
楽
賞
　
奥
村
真
奈
（
泉
中
） 

■
ス
ポ
ー
ツ
賞
　
▽
個
人
　
土
屋 

り
お
（
土
岐
津
小
）
、
加
藤
由
基 

（
同
）
、
土
本
隼
（
土
岐
津
中
）、 

小
島
一
星
（
同
）、
小
川
智
弘
（
濃 

南
中
）
、
小
栗
祥
（
駄
知
中
）、 

安
江
俊
補
（
泉
中
）
、
渡
辺
英
正 

（
同
）
、
小
泉
ひ
か
り
（
同
）、 

伊
佐
治
良
太
（
同
）
、
安
井
拓
也 

（
同
）
、
中
司
拓
洋
（
同
）
、
大 

川
原
優
輝
（
同
）
、
中
島
章
宏 

（
同
）、
中
島
佳
彦
（
同
）　
　 

▽
団
体
　
土
岐
市
武
道
館
Ａ
（
原 

隆
太
、
河
村
祐
作
、
河
合
貴
之
、 

佐
藤
翔
胡
、
岡
田
拓
磨
、
加
藤
大 

貴
）、
泉
中
学
校
柔
道
部
男
子
（
安 

江
俊
補
、
渡
辺
英
正
、
佐
藤
勇
気
、 

長
江
真
悟
、
安
江
勇
輔
、
今
井
雄 

一
、
永
井
直
樹
、
河
合
真
）、
泉 

中
学
校
水
泳
部
男
子
（
山
口
真
史
、 

加
藤
誠
也
、
林
希
望
、
林
道
徳
、 

松
岡
昂
志
、
山
下
尋
期
）
、
泉
中 

学
校
陸
上
部
男
子
（
佐
藤
岳
博
、 

大
坪
潤
、
中
島
章
宏
、
安
井
拓
也
、 

藤
崎
剛
有
、
中
司
拓
洋
） 

　
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全 

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
モ
デ
ル
事
業 

と
し
て
、
泉
中
学
校
区
の
皆 

さ
ん
が
結
成
し
ま
し
た
。 

　
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
腕
章 

を
付
け
、
登
下
校
の
通
学
路 

や
校
区
の
公
園
を
巡
回
す
る 

と
と
も
に
、
危
険
個
所
の
点 

検
、
夏
祭
り
の
パ
ト
ロ
ー
ル 

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、 

「
子
ど
も
110
番
の
家
」
の
配 

置
な
ど
を
検
討
す
る
な
ど
の 

活
動
も
展
開
し
ま
し
た
。 

　
学
校
と
も
連
携
し
、
少
し
ず 

つ
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。 

　土岐市美術展の運営委員 （写真の部）として
28年間の長きにわたり、美術展の企画・運営に
携わる。昭和 46年・50年・55年に美術展写真
の部で市展賞を３回受賞し、永久無鑑査に。 
　今回の受賞について、長谷川さんは「今後と
も研さんを重ねて、この賞に恥じぬよう頑張り
たい」と抱負を語られた。 

～二宮文化賞は長谷川　三さんに～ ～二宮文化賞は長谷川　三さんに～ 

二宮文化賞・長谷川　三さん（72歳・妻木町） 


